
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1399回 （本年度 37回）  
平成 29年 4月 27日(木)  
  
水と衛生月間  

点  鐘  戸張 裕康 会長 

司  会  江口 進  会場監督 

唱  和  「四つのテスト」 

お客様紹介 戸張 裕康 会長 
 
◆井上 裕司 様（川崎中 RC） 
 
会員出席報告  神谷 直 出席・親睦委員 

 (欠席者)今井会員、坂本会員、高木会員、都倉会員 
  
ニコニコ報告  神谷 直 出席・親睦委員      
 
◆井上 裕司 様（川崎中 RC） 
 本日はお世話になります。宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆戸張 裕康 会長・宮崎 玲児 副幹事 
 今日は例会終了後、被選クラブ協議会を開催致しま
す。宜しくお願い致します。  

◆親睦委員会一同 
 だんだん 30周年記念式典の日が近づいてきました。
みんなで力を合わせて成功させましょう。  

「みんなニコニコ」  
高瀬 建夫 会員・若狭 滋則 会員・小泉 正博 会員 
市川 功一 会員・原 秀元 会員・徳安 久是 会員 
堤 研司 会員・工藤 和弘 会員 
 

 

クラブ細則改正 戸張 裕康会長 
2016 年規定審議会の決定に伴いクラブの定款および
細則の改正が必要となりました。クラブ協議会での話
し合いやアンケートを受け、3 月の被選理事会、4 月の
理事会を経てまとまった改正案を全会員宛に郵送させ
て頂きました。 

改正案につきましては、規約に則り本日 4 月 27 日の
例会にて皆様に賛否を問わせて頂きます。承認 
 

会長報告  戸張 裕康 会長（5 月 11日） 
 
１．4 月 27 日の例会にて、本クラブ細則の改正案が承 

  認されました。2017 年 7 月より大きく変わる２点
について、再度ご案内申し上げます。  

◇会費が年額 30 万円から 24 万円に変更となります。
月毎の支払いも可能となりましたので、ご希望の
方は事務局までお知らせ下さい。（5 月末日まで）  

 ◇例会は、第 1 週および第３週の木曜日に開催 

  第 1 週：点鐘 12：30  第 3 週：点鐘 7：30 

  なお、例会とは別に研修会を開催いたします。 

研修会への出席はメークアップの対象とします。 

  次年度年間スケジュールについては、別途、次年
度会長･幹事よりご案内させていただきます。 

 
２．地区からの来信 

①高良ガバナー並びに箕田実行委員長より、 統合Ｉ
Ｍとして開催致しましたﾛｰﾀﾘｰ経営大講演会、無事
終了の礼状を頂戴しております。  

②2020年日本のロータリー100周年委員会の設立趣 

意書とアンケートの協力依頼がきております。 

※回覧致します。（会長対応）  
③「ＲＩＪＯ－ＦＡＱ」登録についてのご連絡が届 
いております。このサービスは任意参加型ですが、
重要な情報が届きますので、地区にて全ロータリ
ークラブの公式アドレスをＲＩ日本事務局へ登録
したいと考えております。 

 クラブのアドレス登録を希望しない場合は、ガバナー
事務所までお知らせ下さいとの事です。 

 
 2013-14 年度より、ＲＩ日本事務局からＲＩＪＯ- 

ＦＡＱ（ RI Japan Office Frequently Asked 

 Questions）がメール配信されるようになりました。
これは、ＲＩについての重要なニュース（各種制度
変更事項、制度変更に伴う注意事項、規定審議会後
の定款・細則の最新文書の入手時期･方法、ＲＩ本部
のシステムへのアクセス可否等の状況）、時期的に行
わなければならない各種手続き、また、ＲＩ日本事
務局によくあるお問い合わせやその回答等が、随時
メールにより配信されるサービスです。   

本 日 
会 員 数 出 席 欠 席 出 席 率 

２６名  18名  ８名 ８１.８２％ 

前々回(4月 13日)欠席 8名 Make up 2名 86.96 ％ 

ニコニコボックス 本日 12,000 円 累計 624,200 円 

記念日ニコニコ 本日 0 円 累計 105,000 円 

 

 
 

 

川崎中原ロータリークラブ会報 川崎中原ロータリークラブ会報 

◆例会場 ホテル精養軒 第１・第３木曜日 PM12:30～ 第 2・第４木曜日 AM7:30～ TEL:044-711-8855 
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会長・戸張 裕康  幹事・都倉八重子  会場監督・江口 進  会報委員長・小泉 正博   

事務所・〒211-0063 川崎市中原区小杉町 3-70-4 ホーユウパレス武蔵小杉 104 
TEL.044-722-7282 FAX.044-722-0066 E-mail:info@nakahara-rc.com 

 

『人類に奉仕するロータリー』 Rotary Serving Humanity 

ＲＩ会長 ジョン・ジャーム 第２５９０地区ガバナー 高良 明 



④ロータリーレート変更のお知らせ 

 2017 年 5 月より、１ドル＝１１０円に変更 

（4 月は、1 ﾄﾞﾙ＝116 円）  
⑤クラブ事務局員連絡会開催のご案内 

  6 月 2 日(金) 16：00～メモワールプラザソシア21 
 
３．「ふるさと川崎まちづくり運動」平成 29 年度総会・

講演会のご案内が届いております。 

  日時：平成 29 年 6 月 17 日(土)   

総会 9：30～10：28 講演会 10：32～ 

  会場：エポックなかはら 3 階大ホール※回覧 
 
４．横浜東 RAC より、例会案内が届いております。 

  5 月 17 日(水) 20：00～ ホテルキャメロットジャパン    
５．他クラブ例会臨時変更  

●川崎中央 RC   

5 月 29 日(月) 一泊移動例会を通常例会に変更 

 6 月 4 日(日)-5 日(月) 一泊移動例会に変更  

御殿場高原 時之栖  
６．他クラブ会報の回覧  川崎中 RC､川崎とどろきRC 
 

７．本日例会終了後、理事会を開催致します。 
 

30 周年にむけて     
※30 周年記念式典のイベントとして全会員とそのご家
族の参加による「コーラス」が行われます。 

その練習も本番を間近に控え、熱が帯びてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
第 1 回被選クラブ協議会開催 
                         
※次年度に向けてのクラブ協議会が開催されました。 
 
【2017－18年度 国際ロータリー テーマ】 
＜英語＞  Rotary： MAKING  DIFFERENNCE 

＜日本語＞ ロータリー：変化をもたらす 

 2017－18年度 RI会長 イアン H.S ライズリー 
  
【地区方針：ともに語ろうロータリー】 

2017－18年度 2590地区ガバナー 湯川 孝則 

「国際協議会」と「地区研修・協議会」に於いて  
 国際協議会において、昨年 4月の規定審議会にて歴史

的な大きな変化が採択されました。それは各クラブ運営

に大幅な柔軟性が認められたことです。 

今年は実行される大きな節目の年であります。 

 イアン H.S ライズリーRI会長エレクトはロータリ
ーとは「どのような団体か」ではなく「何をしている
か」で定義され、その可能性を有意義且つ持続可能な
奉仕によって実現する方法として「ロータリー：変化
をもたらす」と会長テーマを発表されました。私はこ
れを受けて地区テーマ・地区方針を決めさせていただ
きました。「ともに語ろうロータリー」です。この「と
もに」は 2つの意味があります。1つ目は「共に語ろ
う」で、私たちロータリアンは全くの平等です。同じ
土俵で・同じ目線で熱く語ることによって友情と理解
と信頼が生じます。2つ目は「友に語ろう」で、私た
にはロータリアン以外の友人がいます。学校の友・職
場の友・業界の友・趣味の友たちです。その方々達と
ロータリーを語りましょう。それが認知度の向上につ
ながり公共的イメージの向上にもつながります。 
 
＜2017年－18年度の地区方針＞ 

1. 戦略計画の推進 

2. クラブ自主性の尊重 

3. 会員増強とクラブ拡大 

4. ロータリー財団活動の理解 

5. ロータリー米山記念奨学事業の育成 

6. ロータリー未来を担う人材の育成 

7. 会員賞への挑戦 

特に 2の「クラブの自主性の尊重」が今後のロータ
リーの在り方の一つの分岐点になります。 
「ロータリー：変化をもたらす」ことによって私たち
のロータリーがより活性化し発展することを目指しし
て皆さんと「ともに」熱く語りながら頑張る所存です
ので宜しくお願い致します。   
【2017－18 年度 高瀬クラブ会長 方針】 

 会員がいてこそクラブが
成り立ち、さまざまな活動が
できるものです。会員の声に
常に耳を傾けて変化を取り
入れ、全員の協力を得ながら
理想のクラブを目指しまし
ょう。2016年 4月の規定審議
会の決定により、クラブにい
ろいろな柔軟性が認められ

ました。クラブが自主的に「変化をもたらす」、会員も
周囲の人もロータリーという活動の中で育てていくこ
とと、将来を若い人たちに委ねていくわけですから、
若い人たちがより活躍できる状況をつくってあげるた
めのプロジェクトを大いに促進したいと・・・ 
若い会員が希望している要望を受け入れました。会費
の件、例会の件、研修会の件、懇親会の件等。当クラ
ブの 5年後、10年後を考えますと、来期は思い切った
改革が必要かと思われます。改革の当初は少しのリス
クがあろうかと思われますが、増強と親睦を目標に掲
げ、全会員一丸で次の目標の達成を目指しましょう。
必ずできるはずです。 
 
1. 今一度ロータリーを理解する。 

2. 寛容の精神を持つ。 

3. 例会の出席を重んじる。 

4. クラブ研修会の充実。 

5. 年 2人増員、35周年で会員 40人。 


